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沖縄本島におけ る猫の寄生蠕虫相
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イェ ネコは人 と生活圏を共有し，多 くの人畜共通寄生

虫の宿主 となるため，本邦各地でその寄生虫 相について

研究がなされている．沖繩県は亜熱帯環境下にあ り，イ

ェ ネコの寄生虫 相も本土諸県とは異なっていると推測さ

れるが， 未だ総 合的 な調査がなされてい ない ．著者らは1981

年以来，本 県におけ る人畜共 通寄生虫 研究の一環 と

して，イェ ネコの寄生蠕虫 相の検討を 行って きた．本報

はこれ までに得ら れた 結果を まとめ，そ の特 徴について

考察したも のである．

材料と方法

1981年10 月か ら1984年9 月までの期問に，沖縄本島33

市町村か ら 殺処分依頼 のあった イェ ネコ　Felis　ct・tusdomesticus　158

頭（成猫雄39 頭，雌77 頭，生 後1 年 未満

の幼猫雄23頭，雌19頭）を検 査した． ネコは二 酸化炭素

ガ スで屠殺し，心臓，肺動脈，消化 器官，中耳腔等を精

査して虫体を 採取し，また直腸内よ り得た 糞塊をMGL

法で 検査した． 虫 体の 処理・観察法は 前報（安里ら，1985）

と 同 様 である． 寄 生状況の 比較 には χ2－検定法

（有意水準5 ％）を用い た．

結　　　 杲

検査した工58頭の うち109 頭 （69．0％）に蠕虫寄生が

認められた。内訳は吸虫 類2 種： 壺形吸虫 Pha り＞ngo－stomum　c

の・ば酊μm，　Concinnum　okinawのlum　（Fig．　6）；

条虫 類3 種： マンソン裂頭条虫S ♪加回 良司 erinacei，

肥頸 条虫7 回が a　taeniaげの”mis，瓜実条虫 D ゆ戸 毎沁℡

回湎四 観； 線 虫 類5 種：S けのigyloid．es　sp．，猫 鉤虫

Ancylosto・7xa防加 が四 硯ら 猫耳開聯虫 Mamm 。nono－gamus　au

パs　（Fig．　1），　Oslerus　sp．　（Figs．　2－5），猫
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蛆虫乃 xocara　cati；鈎頭虫類1 種：Oligacanthorhy－nchinae　gen．　sp．　（Figs．　7

－8）の計11種である（Table1

）．

成猫 と 幼 猫に 分け た場合， 全体の寄生率は ほぼ 同 じ（Table

1）で有 意差は なかった耿 個 々の種類につい て

みると，寄生率が 最も高い のは 成猫では瓜実条虫で， 次

いで猫鉤虫，肥頸 条虫，猫 蛔虫 の順であ ったが，幼猫で

は 猫蛔虫 の寄生率が最 も高く， 次いで 瓜実条虫，猫鉤虫

の順であ った　 壺形 吸虫 ，C 凹功 mum　okinawanum，Strong

が臨治　sp ・，猫 耳開噛虫 Oslerus 　sp。　Oli－gacanthorhynchinae　gen．

sp．　の6種は成猫に のみ認めら

れた． 猫1 頭 当りの 寄 生蠕虫 種類数は 成猫では1 種が46

．9％で最 も高 く，2 種38．3％，　3種12．3％，　4種2．　5％

で，5 種以上 の寄生 例は なく，一方 幼猫では1 種53．6％，2

種42．9％，　3種3 ．6％ で4 種以上 の寄 生は 認められな

か った ．　また猫1 頭当 りの平均寄生数が 最も高い のは，

成猫では 瓜実条虫（22．4隻）であ り，次いでC バ心 回－

wanum 　（13．4隻），猫鉤虫（11．4隻），猫耳開 聯虫（5．3

隻），猫蛔虫（3．7隻） の順となったが，幼猫では 瓜実条

虫（19．2隻）が最 も多い のは成 猫と同 様であ ったが， 以

下は 猫蛔虫（4．6隻）， 猫 鉤虫（2．9隻） の順 であ った ．

猫 蛔虫寄 生猫の 93．3％，猫鉤虫寄生猫 の75．5％，瓜実条

虫寄生猫 の60．3％では，その種 の寄生数は10 隻未満であ

った．猫 の性 別で寄 生率を みると，成猫 では雄 の56．4％

に対し，雌は76 ．6％ で有意に 高かったが， 幼 猫では雄65．2％，

雌68．4％で有 意差は なかった．

得られた虫 種の うち，　Strongy励 心s　sp．　は糞 便検査

で虫卵 が検出された のみで，成虫を 得ることはで きな か

った． 猫耳開聯虫 は中耳腔に寄生してお り，生 時は鮮紅

色で， 体長は雄5．5－6．2　mm，　雌17－24　mm，　雌雄は全

て対を形 成してい た（Fig．　1）．　Oslerus 　sp．（Figs．　2－

5）は肺表面下に 帯白 色の結節を形 成してお り， 虫 体は

肺実質内に纏絡してい て全虫 体を 摘出することは困 難で

（　57　）
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Table　1　Prevalence　of　helminthic　infections　in　cats　on　Okinawa　Island，　Japan

Group

No．　of　cats　eχamined

Adult＊

116

Total

158

No ．（％）of　cats　with　helminths

No ．（％）of　cats　with　：

Trematoda

Pharこyngostomum　coΓjd μ琲

Continuum　o か鈿α泌の心肌

Cestoda

SがΓometra の”inacei

7’α朗ia　taeniaがθΓ肌js

Dipyridium　caninum

Nematoda

Strongyloides 　sp．

y1贊りlostoma　tubaefoΓ坩（？

訂αmmomonogamus 　auris

Osh ？rus 　Sp．

Toxoca Γa　cati

Acanthocephala

Oligacanthorhynchinae　gen．　sp

81　（69．8）

1

5

4

12

50

（0

（4

（3

（10

（43

9 ）3

）

4 ）3

）1

）

4　（　3．4）

46　（39コ）8　（6．9）1　（　0．9）10　（　8．6）

1　（　0．　9）

＊　One　year　of　age　or　more．　↑Less　than　one　year　of　age．

あ ったが， 雄1 個体 はほぼ 完 全な 形 で得られた．雌雄

共，　tegumental　sheath　の発達がみられ，体両端部体

表には捩摺transverse　folds を有し，特に雌 体後部で

著しい（Figs．　3，　4）．食道は 棍棒状 ．神経環は食道 のく

び れの 部分にあ り， 排泄孔は 頭端の腹方 に 開口する．

雄： 体長16．3　mm，　体幅O パL6　mm．　食道長0．34　mm，

最大幅66 μm ．頭端 より 神経環まで89 μm ． 尾端は丸

く，交接翼を欠く．肛後腹面に少な くとも3 対 の無 柄乳

頭があ る．交接刺は 相同で太く，長さ102 μm，幅20 μm・

導刺帯は明瞭で長さ36 μm　（Fig．　5）．　雌（断片）： 体

幅0．62－0．72　mm，　食道 長0．32－0．34　mm，　幅89－97μm ，

頭端よ り神経環まで107－110 μm ．尾端はやや 緇くな り，

肛門 と陰門は接して 開口する（Fig．　3）．膣括約 筋の発

達は 弱い ．卵胎生．卵は 卵殻 極めて 薄 く，　92－112×56－66

μm ，仔虫を 包蔵する．第1 期幼虫は体長320 μm，体

幅17 μm 内外． 尾端近く の 背面に くび れがあ る．　Oli－gacanthorhynchinae　gen．　sp．

（Figs．　7，8）は回腸下部

より雎1 虫 のみ得られた． 体は円筒形．圧平固定した 標

本では 体長23　mm，　最大 体幅3 ．3　ram．　吻は長 さ0．39mm

， 幅0．52　mm　で， らせん状 に 配列する6 列各6 個

Kitten↑42

28　（66．7）

0

0

1

1

13

0

7

0

0

（2

（2

（31

4 ）4

）O

）

（16．7）

20　（47．6）

0

109　（69．0）

1

5

（　0．6）

（　3．2）

5　（　3．2）

13　（　8．　2）

63　（39．9）

4

53

（2

（33

8 （51

（0

30 （19

5

5

1 ）6

）O

）

1　（　0．　6）

の鉤を 有する．鉤の基部は前方へ突 出する．最前 鉤は長

さ180－185 μm ， 第2 鉤は長さ183－215 μm ． 頸 部は長

さ0．23　mm，　幅0．43　mm．　吻鞘 は 長 さ1．21　mm，　幅0

．60　mm，　壁 は2 重 で核は腹側中央 にある．垂根は長い

リ ボン状で，各5 個の大形核がある．虫卵は楕円形で 外

殻90－98×66－73μm ，中殻73－78×50－60μm ，内殻55 －63

×34－45μm ．

考　　　察

今回得られた全体の寄生率は，日本本土諸県で報告さ

れたものと大差なく， またマンソン裂頭条虫，肥頸条

虫，瓜実条虫，猫鉤虫，猫蛔虫は世界的に分布する普通

種であって，本土各地と同様に認められた．しかし日本

本土では稀ないし未知の種類も見出された．壺形吸虫は

既に各地で報告されている（例えばKifune，　1967；井

関ら．　1974；高田ら，1976；斉藤ら，1983；宇賀ら，　1983）

が，　Dubois　（1966，　1970）は中国，台湾に分布するもの

を亜種 P．　cordatum　s加郎sfsとしており，沖縄のもの

がこの亜種である可能性がある．しかし今回得られた虫

体はわずか4 隻で，十分な検討を行うことができなかっ

（58 ）
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Figs．　2－5．　Oslerus　sp．　2 ，　anterior　end　of　female　（×100）　；　3，　posterior　end　of　female　（×100）；　4，larvae

in　uterus　（×90）　；　5，　posterior　end　of　male　（×180）・

Fig．　6．　Continuum　okinawanum　（×11）・

Figs．　7　and　8．　Oligacanthorhynchinae　gen．　sp．　7，　anterior　end　（×14）　；　8，　posterior　end　（×14）．

たため，亜種の同定は保留する．なお，沖縄県では ヒラ

マキモ ドキ Polypylis　hemisph　aerula，7 7 ガ エル

Rana　limnocharis，ガラスヒバア Natrix　pryeri　pryeri

等に 本種幼虫 が得られてお り（，梶山ら1979； 長谷川，1984，　1985），

また イ リ オ モ テ ヤ マ ネ コ 訂砂面lurusiriomotensis

にも本 種の幼若虫 と思わ れる虫 体が見 出さ

れている （長谷川ら，　1985）．　Concin朋回 okinawanu ・71

はHasegawa　and　Asato　（1983） によって 記載された

種 であ る．当初 膵管と小腸腔 より得られたが，今回胆嚢

に も寄生す るこ とが示された． イェ ネコに は肝 臓寄生の

近縁属 ？Z眈ynosomum　fastosum が世 界各地に 分布し

てお り，マレ ーシアでは寄生率が77．5％に達するこ とが

ある（Shanta　et　al．，　1980）．　C．　okinau・anm は ？．

ya 吋心z4呎 に比べ， 腴吸盤 が体中央 により近いこ と， 吸

盤比 が大 きい こと（C．　okinaw・anum では1．4－1．7，凡八

stosum では1．1－1．2）等によって区別された（Hase－gawa　and　Asato，　1983）

が， 今回得られた標 本では吸

盤比がやや小さい（1．20－1．50）個体も 見出され， また

P．　fastosumも個体に よって 腹吸盤が より体中央に近い

ものが認め られている（Travassos，　1944）．従 ってC．

okinawanu ・7xが P．　fastosumのsynonym で ある可能

性があ る． しか し本報では 一応 本種を C．　okinawanum

として扱い，　P．fastosumとの異同 につい ては，更 に材

料を 集めて別に論 じたい．なお，本邦 他地域のイェ ネコ

か らは Concinnum，　Plaり回 somum 属共 に報 告され て

いない．猫 耳開嘴虫 は本邦ではこれまで埼玉県 のイェ ネ

（　59　）
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コに のみ知られてお り（Sugiyama　d　al　　1982），今回

の虫 体はその記載に 一致した．木種は寄生部位が特異で

あ るため，通常の消化管寄生虫調査では検出で きない の

で，これ までの研究では見逃 されて きた可能性 があ り，

実際には 日本各地に分布してい るものと推測される．な

お，イ リオモテヤマネ コに も高率に Mammo 。onogamus

sp ，が寄生 しているこ とが 糞 便検査によ って知られてい

る（長谷川・安里，　1984　；　長 谷川ら．　1985）．こ の種 の

虫卵は猫耳 開噛虫の もの とはほ とんど区 別で きない が，

成虫は得 られていない．　Oslerus　sp．　は， その形 態から

本属 と同定 した（Anderson，　1978）．同属のネ コの寄生

虫 として は，θ．り皿石 （＝　Filaりf面s　osier　i）が有名で

あ るが，この種は体が小さい（雄4 －7　mm，　雌6－15　mm）

ので， 今回 のものは別 種であ り， 本邦 のイェ ネコからは

未知 の種と考えら れる．なお， イリオモテヤマネ コの糞

便 検査でも 本種幼虫に 酷似する 幼虫 が 高率にみられる

（長谷川 ・安里，　1984）．　Oligacanthorhynchinae　gen．sp

．はその形態から Oligacaが 劼池即c 汕s 属と考えら

れるが，雄が得られなか った ので囗 司定は 保留す る． 極

めて寄生 率が低か ったこ とか ら，恐 らく木種は鳥類等の

寄生虫で，イェ ネ コには 偶発的 に寄生したものと推測さ

れる．なお，本邦産イェ ネコからは，やは り鳥類の寄生

虫であるG がrり池即 chus 　sp．が報告されてい る（宇賀

ら，　1983）・

以上 のように，沖縄 本島 のイェ ネコに特徴的 とい える

種が認められた が，一方 日本本土各地で往々報告されて

いる Capillaria 属線虫，　Physaloが臼’α 属線虫， 犬糸

状虫p 加所ZαΓ鈿 加白 治 ，肝吸虫C加 norchis 　sinensis，

横川 吸虫 Metagonimus　yoko 即u7 谺 等（福井ら1966；

田中ら，　1971；大 石・久米1973　；　則 関ら，　1974　；　高田

ら，　1976；影井ら，　1978；宇賀ら，　1985；斉 藤らぺ983；

深瀬ら，　1984）は今回 の具 査では 見出されなか った．し

かし， 犬糸状虫は現 在沖縄 本島 の成犬 の67．　2％に寄生が

認められ（安里 ら，　1985），また Capillaria 属， ？好一

saloptera 属線虫 のものと思われる 虫卵はイ リオモテ ヤ

マ ネコの糞便には検出されている（長 谷川・安里，　1974）

ので， より広範に調 査す れば，こ れら の種も本県 のイェ

ネコから証明され るものと考え られる．肝 吸虫，横川 吸

虫は かつて木県住民に も寄生 例が知られてい た（Hunter

et　al．，　1951；木船1967） が， 現在では 症例は見られ

ず，大に も 検出されなか った （安里ら，　1985）．こ のよ

うに 淡水魚を感染 源とす る吸虫 類が乏しいこ とは ，沖縄

本島の人，犬， 猫等に 共通する特徴と考えられる．その

原因は 前報（安里ら，　1985）で論じた如く，本島に大型

河川が 少なく，しか も陸 水系の汚染 が著しく， 中間宿主

の生息に不適であるためと考えられる．

一方 ，沖繩本島のイェ ネコの寄生蠕虫寄生状況を東 南

アジアのもの（Amin－Babjee，　1978；　Tongson　and　SanPablo，　1979；　Shanta　d　al　

　1980）と比較す ると，鉤

虫 の種類数が少ないこ と， 条虫相が貧弱なこと等の差が

みられる．

ま　と　め

1981年10 月か ら1984年9 月に かけ て，沖 繩本島のイェ

ネコ158頭につい て寄生蠕虫類を調べ，　109頭（69．0％）

に蠕虫寄生を認めた。得られた虫種及び寄生率は，壺形

吸虫 0－6％，　Concinnum　okinawanu 。x　3．2％，マンソ

ン裂 頭条虫3．2％，肥頸 条虫8．2％， 瓜実条虫 39．9％，Strongy

他 加s　sp．　2．5％，猫鉤虫33．5％，猫耳開嘴虫5

．　1％，　Oslerus 　sp．0．6％， 猫蛔虫19．0．％，　Oligacan－thorhynchinae　gen．　sp．　0

．　6％であ った。猫 蛔虫は幼 猫

の方が高率であ った が， 他の種はいずれ も成猫の方に 寄

生率が高く，特に壺形吸虫，　C．　okinawanum，　Strongy－

X海面s　sp・，猫耳間嘴虫，　Oslerus　sp・，　Oligacanthorhy－nchinae　gen．　sp．　

は成 猫に のみ検出された 。
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PREVALENCE　OF　HELMINTHIC　INFECTIONS　IN　CATS

ON　OKINAWA　ISLAND，　JAPAN

Ryuji　ASATO0，　HIDEO　HASEGAWA2），　SHINEI　KUNIYOSHI3）　AND　TAKETOSHI　higa3）

（1　＾Okinaw αjヶ efec μiral　Institute　oダ？μ1・lie 　Health・，θ／・zato，　O だinawa，　901 ・12，　Jαμ斫ぢ

2
）
フ：department　of　Parasitology，　School　of　Medicine，　University　o μhe　Ryukyus，

Nishihara，　Okinaw α，　903－θ7　j・7ρ凹
尸 ）∂

Å；汕z 以 矜 εμ び『 al　Office　c　f　Anitnal　Adm 加f∫r7・討 必 凡

∂力zato，　Okinawa，　901 ・12，　J　a即 ，2）

During　the　period　from　October　1981　to　September　1984，　a　tota亅of　158　domestic　cats　collectedfrom　Okinawa　Island，　Japan，　were　examined　for　the　helminth　paiasites，　and　109　（69．0％）　of　them　werefound　to

be　parasitized。

Recovered　helminths　and　the　infection　rates　were　as　follows ：　？11αびngostom び謂co㎡ atum 　0．6％，Co刀

cinnu・oA ；加awat Ⅲm 　3．2％，　Spirometr‘xza‘加配 ei 　3．2％，　Taenia 　taeniaefo・mis 　8．2％，　Dなyyridiu
。cani－

砒丿m　39．9％，　Stだ
，
司ひ’loides 　sp．　2．5％，　AnりIostoma　t £ibaefot・謂e　33．5％，　Mammomonogamus　auris　5．1％，

Osier・1，s　sp．　0．6％，　Toxocara　cat・j　19．0％　and　Oligacanthorhynchinae　gen．　sp．　0．6％．　The　prevalence　of　7・

cati　was　higher　in　the　kittens　than　in　the　adults，　but　other　species　were　all　higher　in　the　adults，　and　j）．co

㎡αΓum，　C．　ok加αwanum，　Strongyloses　sp ・，3£α uris，　Oslerus 　sp．　and　Oligacanthorhynchinae　gen．　sp・were

detected　in　the　adults　only。

Osier・us　sp．　and　Oligacanthorhynchinae　gen．　sp．　were　first　recorded　from　the　domestic　cats　ofJapan．

（　62　）




